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はじめに 

 

学校教育法第 109 条第１項では，「大学は，その教育研究水準の向上に資するため，文部科学大臣

の定めるところにより，当該大学の教育及び研究，組織及び運営並びに施設及び設備の状況につい

て自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するものとする。」とされています。 

また，大学における教育研究活動等については，「質の保証」がより求められるようになってきま

した。内部質保証システムが構築され，また十分に機能していることを自己点検・評価で確認し，

PDCA サイクル等の方法を適切に機能させることにより，質の向上を図り，教育研究において十分な

水準を確保していることを明らかにする必要があります。 

本法人では，学部については，全課程が「国際的に通用する技術者を養成するプログラム」とし

て一般社団法人日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を受けており，認定後も審査結果に基づく

PDCA サイクルの実践によって継続的改善を進めています。 

一方，大学院については，JABEE のような第三者評価機関による評価は受審していません。そのた

め，JABEE の基準に準じて，自己点検・評価を実施しています。 

〔点検項目〕 

１． 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開 

２． ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開 

３． 教育研究の手段 

４． ディプロマ・ポリシーの達成 

５． 教育研究の改善システム 

 

今回の自己点検・評価は，令和３年度～令和５年度の大学院教育研究活動状況を対象とし，各専

攻が自己点検・評価をもとに作成した自己点検書について，大学点検・評価委員会が評価を行いま

した。本評価結果報告書は，その評価結果を報告するものです。 

 大学点検・評価委員会による評価において，いずれの項目も基準を満たしていることを確認しま

した。特に，学生による教育研究活動の成果に係る評価に関して，教育研究活動が活発に行われて

いる状況が確認できました。 

ただし，評価項目の中には若干の改善すべき点も見られたことから，今後も，PDCA サイクルの実

践によって継続的に改善を進める必要があります。 

また，本評価項目での実施は３回目となり，評価項目そのものの課題も見えてきました。例えば

前回の評価において全専攻共通で改善すべき点として挙げられた「学生の教育研究活動の状況を確

認・点検する仕組み」について，事務局で保有するデータを参考とする等，効率的に行う仕組みを

確立してきている一方で，一部の評価項目においては不十分なものも見受けられ，大学点検・評価

委員会，教育戦略本部が連携し，評価項目を含めた自己点検方法について，継続して検討していき

ます。 

このように，本学大学院では，今後も不断に自己点検・評価を実施し，大学院教育研究のさらな

る質向上・改善に努め続ける所存です。 
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国立大学法人豊橋技術科学大学 
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委員長 井 上 光 輝 
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博士前期 博士後期

１
専攻の設置目的，養成しようとする人
材の設定と公開

【１－１：専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められた専攻の設置目的と適合していること。
また，ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

学則第４条の２
ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
大学案内
系紹介パンフレット，HP

● ●

２
ディプロマ・ポリシー（学位授与の方
針）の設定と公開

【２－１：自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像を公開し，専攻の教員及び学生に周知し
ていること。この技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の要請や学生の要望に配慮
の上，専攻の伝統，資源，及び修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められているこ
と。

● ●

【２－２：ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべき知識・能力を，各専攻のディプロマ・
ポリシーで定め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知していること。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標と
なっており，博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリシーの知識・能力(1)～(4)を具体
化したものを含み，かつ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮されていること。

● ●

３ 教育研究の手段

【３－１：カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に基づく教育課程，科目の設計と
開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリキュラム（教育課程編成・実施の方針）におい
て，ディプロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評価の方法及び基準，ならびに，科
目ごとのディプロマ・ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方法，及び評価基準，
を定め，シラバス（授業計画書）等により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，教育内
容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で定めていること。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）
履修要覧
シラバス

● ●

【３－２：シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを運営していること。カリキュラムの運営にあ
たり，専攻は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身の達成度を継続的に点検・反映
することを含む，主体的な学習を促す取り組みを実施していること。

シラバス
輪講やゼミの進捗報告

【３－３：「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る指導の体制が整備され，適切な計画に
基づいて指導が行われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基準）が専攻で策定さ
れ，学生に周知され，適切な審査体制の下で，修了認定が実施されていること。

学位論文審査基準
修士研究（修士論文）の実施方法
博士研究（学位論文）の実施方法
指導教員リスト，審査員リスト，審査スケジュール

● ●

【３－４：教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育を適切に実施するための教員組織及び
教育研究支援体制を整備していること。この教育研究支援体制には，科目間の連携を図ってカリ
キュラムに基づく教育を円滑に実施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評価した
上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開
示していること。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘案事項を必要に応じて専攻
で定めていること。

教員組織（指導教員リストなど）
支援体制図（系内の教務委員会など）
FD会議

【３－５：アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそれに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った学生を受け入れるために定めたアドミッ
ション・ポリシーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づいて学生を受け入れていること。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）
大学HP（ポリシーのページ），募集要項
入試実績，入試委員会・入選研規定など

● ●

【３－６：教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な施設，設備，体制を保有し，それを維
持・運用・更新するために必要な取り組みを行っていること。その取り組みを専攻に関係する教
員，教育研究支援体制の構成員，及び履修生に開示していること。

大学HP，大学案内，系のHPやパンフレット
年度計画，系会議議事録
リサーチ・アシスタント，留学生に対するチューター
RAC英文添削など

４ ディプロマ・ポリシーの達成

【４－１Ａ：ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成度をシラバス等に記載の評価方法と評価
基準で評価し，かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成したことを点
検・確認する仕組みを構築していること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や他の高
等教育機関)で履修生が修得した単位についての認定も含む。

入学志願者数，入学者数，修了者数，
留年学生数，教員数，学生の就職状況
シラバス
輪講などの採点表（成績表）および基準など
DPと科目の対応表（達成＝修了単位取得の場合）
単位互換協定の申し合わせ
他専攻推奨科目リスト

【４－１Ｂ：ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディプロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成したことを点検・確認する仕組
みを構築していること。

論文審査基準（系の採点表や評価基準，審査体制
など）
学位審査に係る議事録

【４－２：ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生がディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)
～(Ｅ)の内容を達成していることを，点検・確認していること。

修了判定（代議員会議事録）
修了（予定者）アンケート
修了者アンケート
就職企業先アンケート

● ●

【４－３：学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組みを構築していること。

【４－４：学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，その他の成果物，国内外の大学・研究機
関との共同研究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生の教育研究活動の成果や
質が確保されていること。

５ 教育研究の改善システム

【５－１：内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点検する内部質保証を組織的に実施し，か
つ，その実施内容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質保証の仕組みには，社
会の要請や学生の要望に配慮し，かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこと。

組織図（PDCAサイクル）
アンケート

【５－２：継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継続的に改善する仕組みを持ち，それに
関する活動を行っていること。

組織図（PDCAサイクル）
教員FD（授業レベルの改善状況）
教育研究体制・カリキュラムレベルの改善状況（専
攻自己点検評価）

作成単位

●

●

●

●

● ●

研究活動の継続的な評価・点検体制
研究進捗の確認体制

優秀学生の表彰，修論発表賞など
ゼミの進捗報告書，中間発表スライドなど

学生に対する評価項目（過去H27～H29年度の３ヶ
年）
（評価項目）
①学生の学会発表（海外も含む）
②学生が著者になっている論文
③学生の作品，公共事業計画，特許
④学生の受賞，表彰
⑤学生が関与した産学官連携（外部資金，研究装
置，資材）
⑥学生の企業内実習，海外実務訓練，インターン
シップ
⑦学生の学会参加
⑧学生の学外活動，ボランティア活動
⑨その他専攻の特色のある研究活動
⑩TAやチューターの実績

●

2-1:
大学案内
系紹介パンフレット，HP

2-2:
各専攻のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
大学HP（ポリシーのページ）
履修要覧（ポリシーのページ）

基準 自己点検項目（大項目） 評価の観点（小項目） 根拠資料　（参考例）

大学院の教育研究活動等の基準



小項目及び大項目の評価基準 

 

◆小項目（評価の観点）について 

  各専攻における自己評価，大学点検・評価委員会における評価は次の基準による。 

 
 
 
 
 
 
 
◆大項目（自己点検項目）について 

  小項目の評価をとりまとめた大学点検・評価委員会における評価は次の基準による。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

評価結果（優れた点，改善すべき点または更なる改善が期待できる点について） 

 

◆優れた点 

  ○ いずれの専攻においても，学生による教育研究活動が活発に行われている。 

  ○ その他，各専攻における優れた点は，専攻ごとのページに記載。 

 
◆改善すべき点または更なる改善が期待できる点 

＜全専攻共通事項＞   

○ 各専攻で定めたディプロマ・ポリシーの達成度を点検するにあたり，修了後にどの程度役

立っているかを評価するための事後ヒアリングの実施が必要であり，現在行っている修了後

アンケートの回収率を高める工夫について，引き続き検討いただきたい。 

○ 履修生がディプロマ・ポリシーに対する自身の達成度を継続的に点検・反映し，主体的な

学修を行うための仕組みを検討いただきたい。 

 

【評価基準】 
◎：大学院の教育研究活動等の基準の要求事項を満たし，さらにそれを上回る取り組みを

行っている 
○：大学院の教育研究活動等の基準の要求事項を満たしている 
△：大学院の教育研究活動等の基準の要求事項を概ね満たしているが，改善の余地がある 

【評価基準】取組状況は次の４段階で自己評価する。 
Ⅳ 取組状況が非常に優れている 
Ⅲ 取組状況が良好である 
Ⅱ 取組状況がおおむね良好である 
Ⅰ 取組状況が不十分である 



機械工学専攻 
 

 
博士前期課程 

機械工学専攻では，機械工学に関する専門的知識を有し，それら個別の知識・技術を統合化
させ，先進なものづくりや独創的な機械・装置・システムの開発・設計に応用し得る実践的な
能力に加え，グローバル社会において必要な，海外インターンシップ，MOT コース，コミュ
ニケーション能力養成講座，さらに，技術移転・特許など知財能力を養成するマネジメント講
座を用意し，実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的に活躍できる上級技術者・研究者，
持続的発展可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 
 
博士後期課程 

機械工学専攻では，機械工学に関する最先端の高度な専門知識と研究開発能力を有し，それ
らを安全で快適な社会の維持・発展に役立つ機械システムとして構築できるシステムインテグ
レーション能力をもった技術者・研究者を養成する。さらに，国際舞台で活躍できる十分なコ
ミュニケーション能力をもち，世界に対して，高いレベルの研究成果を公表・発信するととも
に，国際的共同・連携研究で活躍できる高度上級技術者・研究者を養成する。
 
 
 

点検項目 
非常に優
れている

良好 
おおむね

良好 
不十分 

１ 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開 ○ 
２ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開 ○ 
３ 教育研究の手段 ○ 
４ ディプロマ・ポリシーの達成 ○ 
５ 教育研究の改善システム ○ 

 

 
○ 学生の主体的な学習を促す取り組み以外に，独自に設置した「コース別教務検討委員会」

を定期的に開催し，教員間で情報共有や教育方針に関する議論が継続的に実施されている。
○ MOT 人材育成コースの設置や，海外大学とのツイニング・プログラムやダブルディグリ

ー・プログラムを複数開設しており，国内外で活躍できるグローバルな人材を育成する基盤
を有している。 

○ 学生による教育研究活動の成果に係る実績について，多くの項目において前回自己点検時
よりも件数が増加しており，中でも学会発表数，学生が著者になっている論文数，産学官連
携活動の伸び率が高く，教育研究活動が非常に活発であり，実務や社会にニーズに即した教
育研究活動を実践している。また TA やチューターとして雇用し，学生に対し教え支える立
場での経験の機会を多く与えている。さらに本学の教育研究で得られた知見を学外活動でも
生かし，表彰の形でその成果が示されている。 

 
 
○ 別掲（全専攻共通事項） 

項目別評価

優れた点

概要（目的）

改善すべき点または更なる改善が期待できる点



機械工学専攻

評価結果報告書に基づく評価の詳細

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

１ Ⅲ

１－１
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２ Ⅲ

２－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２－２

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

（Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて考える能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　上級技術者・研究者として社会的・倫理的責任を有
し，社会における技術的課題を設定・解決・評価する能
力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的に活用できる実践力・創造力
　機械工学およびその関連分野に関する高度な知識を修
得し，それらを課題解決のために統合的に活用できる実
践的・創造的能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C1) 機械工学およびその関連分野の理論・応用知識を自
発的に獲得し，それらを統合的に活用できる能力を身に
つけている。

博士前期 ○ ○

(C2) 機械工学およびその関連分野の広範囲の知識の連携
により，研究開発に対する方法論を体得して，研究開発
の計画を立案および実践し，課題解決のための新たな技
術を創造できる能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現するコミュニケーション力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D1) 論文，口頭及び情報メディアを通じて，自分の論点
や考えなどを国の内外において効果的に表現・発信し，
コミュニケーションする能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D2) チーム内の個々の要員の価値観を互いに尊重すると
ともに，協調して，チームとしての目標達成に寄与でき
る高い能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化に対応して，生涯にわたっ
て自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開

【専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での
設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められ
た専攻の設置目的と適合していること。また，ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

【自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像
を公開し，専攻の教員及び学生に周知していること。こ
の技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の
要請や学生の要望に配慮の上，専攻の伝統，資源，及び
修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められて
いること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公
開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべ
き知識・能力を，各専攻のディプロマ・ポリシーで定
め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知している
こと。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術
者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標となっており，
博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリ
シーの知識・能力(1)～(4)を具体化したものを含み，か
つ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮
されていること。



機械工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

２－２ （Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて俯瞰的にとらえる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　高度上級技術者・研究者としての専門的・倫理的責任
を有し，社会における技術的課題を発見・設定・解決・
評価する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的・発展的に活用できる実践
力・創造力
　機械工学およびその関連分野に関する高度な知識を修
得し，それらを広範囲に有機的に連携させた研究開発方
法論を体得することで，課題解決のための独創的な技術
を創造し，実践できる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現・発信するコミュニケーション力と，リーダーとし
てチームの目標達成に寄与できる高い能力を身につけて
いる。

博士後期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化の本質を探求し，生涯にわ
たって自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

３ Ⅲ

３－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－２ 【シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを
運営していること。カリキュラムの運営にあたり，専攻
は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身
の達成度を継続的に点検・反映することを含む，主体的
な学習を促す取り組みを実施していること。

博士前期
・

博士後期
○ ◎

学生の主体的な学習を促す取り組み以外に，独
自に設置した「コース別教務検討委員会」を定
期的に開催し，教員間で情報共有や教育方針に
関する議論が行われていることは，設定基準を
上回る取り組みを実施していると判断する。

３－３

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－４ 【教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育
を適切に実施するための教員組織及び教育研究支援体制
を整備していること。この教育研究支援体制には，科目
間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に実
施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評
価した上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，
専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開示している
こと。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘
案事項を必要に応じて専攻で定めていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

教育研究の手段

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）に基づく教育課程，科目の設計と開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリ
キュラム（教育課程編成・実施の方針）において，ディ
プロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評
価の方法及び基準，ならびに，科目ごとのディプロマ・
ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方
法，及び評価基準，を定め，シラバス（授業計画書）等
により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，
教育内容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で
定めていること。

【「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論
文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る
指導の体制が整備され，適切な計画に基づいて指導が行
われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基
準）が専攻で策定され，学生に周知され，適切な審査体
制の下で，修了認定が実施されていること。



機械工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

３－５
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－６ 【教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な
施設，設備，体制を保有し，それを維持・運用・更新す
るために必要な取り組みを行っていること。その取り組
みを専攻に関係する教員，教育研究支援体制の構成員，
及び履修生に開示していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４ Ⅲ

４－１Ａ

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－１Ｂ
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－２
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－３ 【学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組み
を構築していること。 博士前期

・
博士後期

○ ◎

学生の学会発表数，論文発表数が多く，前回の自己
点検時よりも増加していること，非常に多くの学生
が産学官連携活動に参加しており，実務や社会に
ニーズに即した教育研究活動が実践されていること
から，設定基準を上回る取り組みを実施していると
判断する。

４－４ 【学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，
その他の成果物，国内外の大学・研究機関との共同研
究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生
の教育研究活動の成果や質が確保されていること。 博士前期

・
博士後期

○ ◎

多くの項目において前回自己点検時よりも件数が増
加しており，中でも学会発表数，学生が著者になっ
ている論文数，産学官連携活動の伸び率が高く，教
育研究活動が非常に活発であり，実務や社会にニー
ズに即した教育研究活動を実践している。またTAや
チューターとして雇用し，学生に対し教え支える立
場での経験の機会を多く与えている。さらに本学の
教育研究で得られた知見を学外活動でも生かし，表
彰の形でその成果が示されている。

５ Ⅲ

５－１ 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点
検する内部質保証を組織的に実施し，かつ，その実施内
容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質
保証の仕組みには，社会の要請や学生の要望に配慮し，
かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこ
と。

博士前期
・

博士後期
○ ○

５－２ 【継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継
続的に改善する仕組みを持ち，それに関する活動を行っ
ていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

ディプロマ・ポリシーの達成

教育研究の改善システム

【ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成
度をシラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリ
シーを達成したことを点検・確認する仕組みを構築して
いること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や
他の高等教育機関)で履修生が修得した単位についての認
定も含む。

【ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディ
プロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，かつ，全修
了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成
したことを点検・確認する仕組みを構築していること。

【ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の
到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生が
ディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)～(Ｅ)の
内容を達成していることを，点検・確認していること。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそ
れに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った
学生を受け入れるために定めたアドミッション・ポリ
シーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づ
いて学生を受け入れていること。



電気・電子情報工学専攻 
 

 
博士前期課程 

電気・電子情報工学専攻では，学部での基礎教育を踏まえ，らせん型一貫教育の下，電気・
電子工学分野の発展を支える材料・プロセス，エネルギーシステム，集積デバイス及び情報通
信システムなどの技術分野に精通し，実践的・創造的・指導的能力に加え，高度技術開発能力
を備えた国際的に活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展可能型社会に貢献できる挑戦的
技術者・研究者を養成する。 
 
博士後期課程 

電気・電子情報工学専攻では，電気・電子情報工学分野の発展を支える電子電気材料やエネ
ルギーシステムなどの基盤技術分野や，集積化した電子デバイスやセンサー分野，無線通信シ
ステムや情報ネットワークなどの情報通信技術分野に精通し，高度な研究・開発能力及びその
基礎となる豊かな学識を備えた，電気・電子情報工学分野の新しい時代を切り拓く研究者，技
術者の養成を目的とし，博士前期課程に直結し，技術に極めて強い国際的なリーダーとして活
躍できる高度上級技術者・研究者を養成する。 
 
 
 

点検項目 
非常に優
れている 

良好 
おおむね

良好 
不十分 

１ 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開  ○   
２ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開  ○   
３ 教育研究の手段  ○   
４ ディプロマ・ポリシーの達成  ○   
５ 教育研究の改善システム  ○   

 

 
○ より高い教育効果や教育プログラムの魅力向上を狙い，新たに，課題解決型実務訓練に加

え，博士後期課程教育リーディングプログラムや産学共創推進プログラム等を活用した実務
的な人材育成を前期課程および後期課程を通じて実践している。 

○ 学生の教育研究活動の実績に関わる項目について，多くの項目において前回自己点検時よ
りも件数が増加しており，学会発表，学会参加，実務訓練などに多くの学生が参加しており，
学生の教育研究活動が活発である。なお，特に優秀なあるいは顕著な活動を行った学生に対
しては，豊橋技術科学大学学生表彰規程に基づき，毎年表彰を行っている。また，共同研究
への取り組みについては，技術者倫理を必修科目とし，実施前にはインフォームド・コンセ
ントを行って理解を得るなどして，質の確保を図っている。 

○ 全学の共通施設であるクリーンルームの運営活動や分析機器の管理，研究に関連したコン
テストへの参加や学生運営，高専体験学習の指導補助などに学生が多数参加し，全学的な取
組として推進している。 

 
 

 
○ 別掲（全専攻共通事項） 

 

項目別評価 

概要（目的） 

優れた点 

改善すべき点または更なる改善が期待できる点 



電気・電子情報工学専攻

評価結果報告書に基づく評価の詳細

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

１ Ⅲ

１－１
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２ Ⅲ

２－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２－２

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

（Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて考える能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　上級技術者・研究者として社会的・倫理的責任を有
し，社会における技術的課題を設定・解決・評価する能
力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的に活用できる実践力・創造力
　電気・電子情報工学およびその関連分野に関する高度
な知識を修得し，それらを課題解決のために統合的に活
用できる実践的・創造的能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C1) 電気・電子情報工学およびその関連分野の理論・応
用知識を自発的に獲得し，それらを統合的に活用できる
能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C2) 電気・電子情報工学およびその関連分野の広範囲の
知識の連携により，研究開発に対する方法論を体得し
て，研究開発の計画を立案および実践し，課題解決のた
めの新たな技術を創造できる能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現するコミュニケーション力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D1) 論文，口頭及び情報メディアを通じて，自分の論点
や考えなどを国の内外において効果的に表現・発信し，
コミュニケーションする能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D2) チーム内の個々の要員の価値観を互いに尊重すると
ともに，協調して，チームとしての目標達成に寄与でき
る高い能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化に対応して，生涯にわたっ
て自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開

【専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での
設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められ
た専攻の設置目的と適合していること。また，ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

【自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像
を公開し，専攻の教員及び学生に周知していること。こ
の技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の
要請や学生の要望に配慮の上，専攻の伝統，資源，及び
修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められて
いること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公
開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべ
き知識・能力を，各専攻のディプロマ・ポリシーで定
め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知している
こと。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術
者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標となっており，
博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリ
シーの知識・能力(1)～(4)を具体化したものを含み，か
つ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮
されていること。



電気・電子情報工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

２－２ （Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて俯瞰的にとらえる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　高度上級技術者・研究者としての専門的・倫理的責任
を有し，社会における技術的課題を発見・設定・解決・
評価する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的・発展的に活用できる実践
力・創造力
　電気・電子情報工学およびその関連分野に関する高度
な知識を修得し，それらを広範囲に有機的に連携させた
研究開発方法論を体得することで，課題解決のための独
創的な技術を創造し，実践できる能力を身につけてい
る。

博士後期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現・発信するコミュニケーション力と，リーダーとし
てチームの目標達成に寄与できる高い能力を身につけて
いる。

博士後期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化の本質を探求し，生涯にわ
たって自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

３ Ⅲ

３－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－２ 【シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを
運営していること。カリキュラムの運営にあたり，専攻
は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身
の達成度を継続的に点検・反映することを含む，主体的
な学習を促す取り組みを実施していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

３－３

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－４ 【教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育
を適切に実施するための教員組織及び教育研究支援体制
を整備していること。この教育研究支援体制には，科目
間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に実
施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評
価した上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，
専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開示している
こと。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘
案事項を必要に応じて専攻で定めていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

教育研究の手段

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）に基づく教育課程，科目の設計と開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリ
キュラム（教育課程編成・実施の方針）において，ディ
プロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評
価の方法及び基準，ならびに，科目ごとのディプロマ・
ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方
法，及び評価基準，を定め，シラバス（授業計画書）等
により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，
教育内容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で
定めていること。

【「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論
文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る
指導の体制が整備され，適切な計画に基づいて指導が行
われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基
準）が専攻で策定され，学生に周知され，適切な審査体
制の下で，修了認定が実施されていること。



電気・電子情報工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

３－５
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－６ 【教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な
施設，設備，体制を保有し，それを維持・運用・更新す
るために必要な取り組みを行っていること。その取り組
みを専攻に関係する教員，教育研究支援体制の構成員，
及び履修生に開示していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４ Ⅲ

４－１Ａ

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－１Ｂ
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－２
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－３ 【学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組み
を構築していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４－４ 【学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，
その他の成果物，国内外の大学・研究機関との共同研
究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生
の教育研究活動の成果や質が確保されていること。 博士前期

・
博士後期

○ ◎

多くの項目において前回自己点検時よりも件数が増
加しており，学会発表，学会参加，実務訓練などに
多くの学生が参加しており，学生の教育研究活動が
活発である。なお，特に優秀なあるいは顕著な活動
を行った学生に対しては，豊橋技術科学大学学生表
彰規程に基づき，毎年表彰を行っている。また，共
同研究への取り組みについては，技術者倫理を必修
科目とし，実施前にはインフォームド・コンセント
を行って理解を得るなどして，質の確保を図ってい
る。

５ Ⅲ

５－１ 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点
検する内部質保証を組織的に実施し，かつ，その実施内
容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質
保証の仕組みには，社会の要請や学生の要望に配慮し，
かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこ
と。

博士前期
・

博士後期
○ ○

５－２ 【継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継
続的に改善する仕組みを持ち，それに関する活動を行っ
ていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

ディプロマ・ポリシーの達成

教育研究の改善システム

【ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成
度をシラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリ
シーを達成したことを点検・確認する仕組みを構築して
いること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や
他の高等教育機関)で履修生が修得した単位についての認
定も含む。

【ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディ
プロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，かつ，全修
了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成
したことを点検・確認する仕組みを構築していること。

【ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の
到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生が
ディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)～(Ｅ)の
内容を達成していることを，点検・確認していること。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそ
れに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った
学生を受け入れるために定めたアドミッション・ポリ
シーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づ
いて学生を受け入れていること。



情報・知能工学専攻 
 

 
博士前期課程 

情報・知能工学専攻では，情報・知能工学に関する網羅的かつ専門的知識を有し，それらを
先進的な基礎技術，並びに応用システム構築に関する高度な技術開発・設計を行うことのでき
る実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的に活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展
可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 
 
博士後期課程 

情報・知能工学専攻では，情報・知能工学分野に関する広範囲にわたる最先端の高度な専門
知識と研究開発能力，及びその基礎となる豊かな学識を備え，グローバルな視点で本専攻の目
的に記述した分野での新しい時代を切り拓く創造的研究者・指導的技術者を養成する。そのた
め，博士前期課程に含まれる２つのコースで技術的に専門性を極めたのち，博士後期課程では
さらに国際的な視点と独創性を兼ね備え，リーダーシップを発揮できる高度上級技術者・研究
者を養成する。 
 
 
 

点検項目 
非常に優
れている 

良好 
おおむね

良好 
不十分 

１ 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開  ○   
２ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開  ○   
３ 教育研究の手段  ○   
４ ディプロマ・ポリシーの達成  ○   
５ 教育研究の改善システム  ○   

 

 
○ 本学とバンドン工科大学（インドネシア），ブラパ大学（タイ）， USM（マレーシア）と

共同し，毎年夏に IEEE に承認された国際会議を開催し，全学的な取組として推進している。 
○ 学生の教育研究活動の実績に関わる項目について，前回と比較し，学会発表，学会参加，

産学官連携活動にも多くの学生が参加し，また学生が著者になっている論文数も増加してい
る。 

○さらに全学生を TA やチューターとして雇用し，学生に対し教え支える立場での経験の機会
を多く与えており，学生の教育研究活動が活発である。 

 

 
○ 別掲（全専攻共通事項） 

 

項目別評価 

概要（目的） 

優れた点 

改善すべき点または更なる改善が期待できる点 



情報・知能工学専攻

評価結果報告書に基づく評価の詳細

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

１ Ⅲ

１－１
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２ Ⅲ

２－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２－２

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

（Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて考える能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　上級技術者・研究者として社会的・倫理的責任を有
し，社会における技術的課題を設定・解決・評価する能
力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的に活用できる実践力・創造力
　情報・知能工学およびその関連分野に関する高度な知
識を修得し，それらを課題解決のために統合的に活用で
きる実践的・創造的能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C1) 情報・知能工学およびその関連分野の理論・応用知
識を自発的に獲得し，それらを統合的に活用できる能力
を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C2) 情報・知能工学およびその関連分野の広範囲の知識
の連携により，研究開発に対する方法論を体得して，研
究開発の計画を立案および実践し，課題解決のための新
たな技術を創造できる能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現するコミュニケーション力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D1) 論文，口頭及び情報メディアを通じて，自分の論点
や考えなどを国の内外において効果的に表現・発信し，
コミュニケーションする能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D2) チーム内の個々の要員の価値観を互いに尊重すると
ともに，協調して，チームとしての目標達成に寄与でき
る高い能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化に対応して，生涯にわたっ
て自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開

【専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での
設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められ
た専攻の設置目的と適合していること。また，ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

【自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像
を公開し，専攻の教員及び学生に周知していること。こ
の技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の
要請や学生の要望に配慮の上，専攻の伝統，資源，及び
修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められて
いること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公
開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべ
き知識・能力を，各専攻のディプロマ・ポリシーで定
め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知している
こと。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術
者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標となっており，
博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリ
シーの知識・能力(1)～(4)を具体化したものを含み，か
つ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮
されていること。



情報・知能工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

２－２ （Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて俯瞰的にとらえる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　高度上級技術者・研究者としての専門的・倫理的責任
を有し，社会における技術的課題を発見・設定・解決・
評価する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的・発展的に活用できる実践
力・創造力
　情報・知能工学およびその関連分野に関する高度な知
識を修得し，それらを広範囲に有機的に連携させた研究
開発方法論を体得することで，課題解決のための独創的
な技術を創造し，実践できる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現・発信するコミュニケーション力と，リーダーとし
てチームの目標達成に寄与できる高い能力を身につけて
いる。

博士後期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化の本質を探求し，生涯にわ
たって自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

３ Ⅲ

３－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－２ 【シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを
運営していること。カリキュラムの運営にあたり，専攻
は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身
の達成度を継続的に点検・反映することを含む，主体的
な学習を促す取り組みを実施していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

３－３

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－４ 【教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育
を適切に実施するための教員組織及び教育研究支援体制
を整備していること。この教育研究支援体制には，科目
間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に実
施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評
価した上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，
専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開示している
こと。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘
案事項を必要に応じて専攻で定めていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

教育研究の手段

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）に基づく教育課程，科目の設計と開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリ
キュラム（教育課程編成・実施の方針）において，ディ
プロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評
価の方法及び基準，ならびに，科目ごとのディプロマ・
ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方
法，及び評価基準，を定め，シラバス（授業計画書）等
により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，
教育内容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で
定めていること。

【「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論
文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る
指導の体制が整備され，適切な計画に基づいて指導が行
われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基
準）が専攻で策定され，学生に周知され，適切な審査体
制の下で，修了認定が実施されていること。



情報・知能工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

３－５
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－６ 【教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な
施設，設備，体制を保有し，それを維持・運用・更新す
るために必要な取り組みを行っていること。その取り組
みを専攻に関係する教員，教育研究支援体制の構成員，
及び履修生に開示していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４ Ⅲ

４－１Ａ

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－１Ｂ
博士前期 ◎ ◎

博士後期 ◎ ◎

４－２
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－３ 【学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組み
を構築していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４－４ 【学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，
その他の成果物，国内外の大学・研究機関との共同研
究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生
の教育研究活動の成果や質が確保されていること。

博士前期
・

博士後期
◎ ◎

前回と比較し，学会発表，学会参加，産学官連携活
動にも多くの学生が参加し，また学生が著者になっ
ている論文数も増加している。さらに全学生をTAや
チューターとして雇用し，学生に対し教え支える立
場での経験の機会を多く与えており，学生の教育研
究活動が活発である。

５ Ⅲ

５－１ 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点
検する内部質保証を組織的に実施し，かつ，その実施内
容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質
保証の仕組みには，社会の要請や学生の要望に配慮し，
かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこ
と。

博士前期
・

博士後期
◎ ◎

５－２ 【継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継
続的に改善する仕組みを持ち，それに関する活動を行っ
ていること。

博士前期
・

博士後期
◎ ◎

ディプロマ・ポリシーの達成

教育研究の改善システム

【ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成
度をシラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリ
シーを達成したことを点検・確認する仕組みを構築して
いること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や
他の高等教育機関)で履修生が修得した単位についての認
定も含む。

【ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディ
プロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，かつ，全修
了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成
したことを点検・確認する仕組みを構築していること。

【ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の
到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生が
ディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)～(Ｅ)の
内容を達成していることを，点検・確認していること。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそ
れに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った
学生を受け入れるために定めたアドミッション・ポリ
シーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づ
いて学生を受け入れていること。



応用化学・生命工学専攻 
 

 
博士前期課程 

応用化学・生命工学専攻では，物質科学および生命科学分野に関する専門的知識並びにその
周辺分野についての幅広い学識を有し，実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的に活躍で
きる上級技術者・研究者，持続的発展可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成す
る。 
 
博士後期課程 

応用化学・生命工学専攻では，物質科学および生命科学に関する専門知識と研究・開発能力
及び周辺分野についての幅広い学識を備え，今後の持続的発展可能型社会の構築に求められる
先導的な技術開発や応用化学・生命工学分野における研究の最前線において国際的に活躍でき
る高度上級技術者・研究者を養成する。 
 
 
 
 

点検項目 
非常に優
れている 

良好 
おおむね

良好 
不十分 

１ 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開  ○   
２ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開  ○   
３ 教育研究の手段  ○   
４ ディプロマ・ポリシーの達成  ○   
５ 教育研究の改善システム  ○   

 

 
○ 学生の教育研究活動の実績に関わる項目について，多くの項目において前回自己点検時よ

りも件数が増加しており，学会発表，産学官連携活動，実務訓練に多くの学生が参加してお
り，学生が著者になっている論文数も多い。また TA やチューターとしての雇用が大幅に増
加しており，学生に対し教え支える立場での経験の機会を多く与えている。特に学生が著者
になっている論文，国際会議発表が多いことは大学院の研究アクティビティの高さを示して
おり，教育研究活動が活発であるとともに，技術者・研究者の養成という成果に繋げている。 

○ 公益財団法人日本科学技術振興財団ほかが主催して毎年開催されている「青少年のための
科学の祭典東三河大会」の運営に係る中心的役割を応用化学・生命工学系の教員が担ってお
り，多くの学生を運営に参画させている。 

○ 社会人向けの公開講座である「次世代シークエンサー解析講習会」も 2023 年度まで本学
で毎年度開催しており，応用化学・生命工学専攻の教員および学生がその運営を担っている。
これらはいずれも，学外からの参加者を受け入れて行う行事ではあるものの，運営補助等に
携わる学生の教育・研究経験としても価値のあるイベントであり，全学的な取組として推進
している。 

 

 
○ 別掲（全専攻共通事項） 

 

項目別評価 

概要（目的） 

優れた点 

改善すべき点または更なる改善が期待できる点 



応用化学・生命工学専攻

評価結果報告書に基づく評価の詳細

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

１ Ⅲ

１－１
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２ Ⅲ

２－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２－２

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

（Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて考える能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　上級技術者・研究者として社会的・倫理的責任を有
し，社会における技術的課題を設定・解決・評価する能
力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的に活用できる実践力・創造力
　環境・生命工学およびその関連分野に関する高度な知
識を修得し，それらを課題解決のために統合的に活用で
きる実践的・創造的能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C1) 環境・生命工学およびその関連分野の理論・応用知
識を自発的に獲得し，それらを統合的に活用できる能力
を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C2) 環境・生命工学およびその関連分野の広範囲の知識
の連携により，研究開発に対する方法論を体得して，研
究開発の計画を立案および実践し，課題解決のための新
たな技術を創造できる能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現するコミュニケーション力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D1) 論文，口頭及び情報メディアを通じて，自分の論点
や考えなどを国の内外において効果的に表現・発信し，
コミュニケーションする能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D2) チーム内の個々の要員の価値観を互いに尊重すると
ともに，協調して，チームとしての目標達成に寄与でき
る高い能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化に対応して，生涯にわたっ
て自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開

【専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での
設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められ
た専攻の設置目的と適合していること。また，ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

【自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像
を公開し，専攻の教員及び学生に周知していること。こ
の技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の
要請や学生の要望に配慮の上，専攻の伝統，資源，及び
修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められて
いること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公
開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべ
き知識・能力を，各専攻のディプロマ・ポリシーで定
め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知している
こと。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術
者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標となっており，
博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリ
シーの知識・能力(1)～(4)を具体化したものを含み，か
つ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮
されていること。



応用化学・生命工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

２－２ （Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて俯瞰的にとらえる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　高度上級技術者・研究者としての専門的・倫理的責任
を有し，社会における技術的課題を発見・設定・解決・
評価する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的・発展的に活用できる実践
力・創造力
　環境・生命工学およびその関連分野に関する高度な知
識を修得し，それらを広範囲に有機的に連携させた研究
開発方法論を体得することで，課題解決のための独創的
な技術を創造し，実践できる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現・発信するコミュニケーション力と，リーダーとし
てチームの目標達成に寄与できる高い能力を身につけて
いる。

博士後期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化の本質を探求し，生涯にわ
たって自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

３ Ⅲ

３－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－２ 【シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを
運営していること。カリキュラムの運営にあたり，専攻
は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身
の達成度を継続的に点検・反映することを含む，主体的
な学習を促す取り組みを実施していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

３－３

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－４ 【教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育
を適切に実施するための教員組織及び教育研究支援体制
を整備していること。この教育研究支援体制には，科目
間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に実
施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評
価した上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，
専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開示している
こと。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘
案事項を必要に応じて専攻で定めていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

教育研究の手段

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）に基づく教育課程，科目の設計と開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリ
キュラム（教育課程編成・実施の方針）において，ディ
プロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評
価の方法及び基準，ならびに，科目ごとのディプロマ・
ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方
法，及び評価基準，を定め，シラバス（授業計画書）等
により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，
教育内容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で
定めていること。

【「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論
文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る
指導の体制が整備され，適切な計画に基づいて指導が行
われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基
準）が専攻で策定され，学生に周知され，適切な審査体
制の下で，修了認定が実施されていること。



応用化学・生命工学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

３－５
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－６ 【教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な
施設，設備，体制を保有し，それを維持・運用・更新す
るために必要な取り組みを行っていること。その取り組
みを専攻に関係する教員，教育研究支援体制の構成員，
及び履修生に開示していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４ Ⅲ

４－１Ａ

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－１Ｂ
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－２
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－３ 【学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組み
を構築していること。

博士前期
・

博士後期
◎ ◎

４－４ 【学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，
その他の成果物，国内外の大学・研究機関との共同研
究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生
の教育研究活動の成果や質が確保されていること。

博士前期
・

博士後期
◎ ◎

多くの項目において前回自己点検時よりも件数が増
加しており，学会発表，産学官連携活動，実務訓練
に多くの学生が参加しており，学生が著者になって
いる論文数も多い。またTAやチューターとしての雇
用が大幅に増加しており，学生に対し教え支える立
場での経験の機会を多く与えている。特に学生が著
者になっている論文，国際会議発表が多いことは大
学院の研究アクティビティの高さを示しており，教
育研究活動が活発であるとともに，技術者・研究者
の養成という成果に繋げている。

５ Ⅲ

５－１ 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点
検する内部質保証を組織的に実施し，かつ，その実施内
容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質
保証の仕組みには，社会の要請や学生の要望に配慮し，
かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこ
と。

博士前期
・

博士後期
○ ○

５－２ 【継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継
続的に改善する仕組みを持ち，それに関する活動を行っ
ていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

ディプロマ・ポリシーの達成

教育研究の改善システム

【ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成
度をシラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリ
シーを達成したことを点検・確認する仕組みを構築して
いること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や
他の高等教育機関)で履修生が修得した単位についての認
定も含む。

【ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディ
プロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，かつ，全修
了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成
したことを点検・確認する仕組みを構築していること。

【ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の
到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生が
ディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)～(Ｅ)の
内容を達成していることを，点検・確認していること。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそ
れに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った
学生を受け入れるために定めたアドミッション・ポリ
シーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づ
いて学生を受け入れていること。



建築・都市システム学専攻 
 

 
博士前期課程 

建築・都市システム学専攻では，都市・地域の建築・社会基盤施設及びそれらをとりまく環
境を，将来を見据えてデザインするとともに，それらをシステムとしてマネジメントするため
の高度な能力を有する実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的に活躍できる上級技術者・
研究者，持続的発展可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 

 
博士後期課程 

建築・都市システム学専攻では，建築・社会基盤分野における幅広い知識と高度な実践力を
合わせ持つ指導的技術者であると同時に，新しい研究を自ら開拓・遂行することによって，国
際社会に新たな価値を生み出す力を有する高度上級技術者・研究者を養成する。 
 
 
 

点検項目 
非常に優
れている 

良好 
おおむね

良好 
不十分 

１ 専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開  ○   
２ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開  ○   
３ 教育研究の手段  ○   
４ ディプロマ・ポリシーの達成  ○   
５ 教育研究の改善システム  ○   

 

 
○ 報告書の事前提出を求めた上で口頭発表および口頭試問を実施する等，充実した博士前期

課程予備審査の体制をとっている。  
○ 実務訓練の受入機関に対して系独自のアンケート調査を実施する等，積極的な教育改善活

動を継続して行っている。 
○ 学生の教育研究活動の実績に関わる項目について，前回と比較し，学生の学会発表（国内，

海外），学生が著者になっている論文数が大幅に増加しており，学生に関連した研究が十分に
行われている。また，建築学会設計競技における受賞，学生の若手優秀発表賞を受賞するな
ど，高い学術レベルや十分なコミュニケーション能力を有する学生を育成し，学生の教育研
究活動が活発である。 

○ 安全安心地域共創リサーチセンターを中心に，地域の企業と連携しながら年 1 回のシンポ
ジウムの開催，防災セミナー「東三河防災カレッジ」の開催を全学的な取組として推進し，
東三河地区の減災に大きく貢献している。また，毎年度全国の高専から関連分野の教員を招
きシンポジウム等を開催している。 

 
 

 
○ 別掲（全専攻共通事項） 

 

項目別評価 

概要（目的） 

優れた点 

改善すべき点または更なる改善が期待できる点 



建築・都市システム学専攻

評価結果報告書に基づく評価の詳細

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

１ Ⅲ

１－１
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２ Ⅲ

２－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

２－２

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

（Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて考える能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　上級技術者・研究者として社会的・倫理的責任を有
し，社会における技術的課題を設定・解決・評価する能
力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的に活用できる実践力・創造力
　建築・都市システム学およびその関連分野に関する高
度な知識を修得し，それらを課題解決のために統合的に
活用できる実践的・創造的能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C1) 建築・都市システム学およびその関連分野の理論・
応用知識を自発的に獲得し，それらを統合的に活用でき
る能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(C2) 建築・都市システム学およびその関連分野の広範囲
の知識の連携により，研究開発に対する方法論を体得し
て，研究開発の計画を立案および実践し，課題解決のた
めの新たな技術を創造できる能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現するコミュニケーション力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D1) 論文，口頭及び情報メディアを通じて，自分の論点
や考えなどを国の内外において効果的に表現・発信し，
コミュニケーションする能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

(D2) チーム内の個々の要員の価値観を互いに尊重すると
ともに，協調して，チームとしての目標達成に寄与でき
る高い能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
　社会，環境，技術等の変化に対応して，生涯にわたっ
て自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士前期 ○ ○

専攻の設置目的，養成しようとする人材の設定と公開

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公開

【専攻の設置目的，養成しようとする人材の学則等での
設定と公開】
　専攻が育成しようとする人材像が，学則等に定められ
た専攻の設置目的と適合していること。また，ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）に適合していること。

【自立した技術者・研究者像の設定と公開・周知】
　専攻は，育成しようとする自立した技術者・研究者像
を公開し，専攻の教員及び学生に周知していること。こ
の技術者・研究者像は，技術者・研究者に対する社会の
要請や学生の要望に配慮の上，専攻の伝統，資源，及び
修了生の活躍が想定される分野等を考慮して定められて
いること。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の設定と公
開・周知】
　専攻の修了生全員が修了時に確実に身につけておくべ
き知識・能力を，各専攻のディプロマ・ポリシーで定
め，公開し，かつ，専攻の教員及び学生に周知している
こと。
　この各専攻のディプロマ・ポリシーは，自立した技術
者・研究者像(評価の観点2-.1)への指標となっており，
博士前期（後期）課程で示す大学院ディプロマ・ポリ
シーの知識・能力(1)～(4)を具体化したものを含み，か
つ，これらで定めている知識・能力に関する事項が考慮
されていること。



建築・都市システム学専攻

番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

２－２ （Ａ）幅広い人間性と考え方
　人間社会を地球的な視点から多面的にとらえるグロー
バルな感性を持ち，人間と自然との共生，公共の福祉に
ついて俯瞰的にとらえる能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｂ）技術者・研究者としての正しい倫理観と社会性
　高度上級技術者・研究者としての専門的・倫理的責任
を有し，社会における技術的課題を発見・設定・解決・
評価する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

（Ｃ）高度な知識を統合的・発展的に活用できる実践
力・創造力
　建築・都市システム学およびその関連分野に関する高
度な知識を修得し，それらを広範囲に有機的に連携させ
た研究開発方法論を体得することで，課題解決のための
独創的な技術を創造し，実践できる能力を身につけてい
る。

博士後期 ○ ○

（Ｄ）グローバルに活躍できるコミュニケーション力
　グローバルに変化する社会が抱える課題にチームとし
て協調して取り組む中で，自らの考えや成果を効果的に
表現・発信するコミュニケーション力と，リーダーとし
てチームの目標達成に寄与できる高い能力を身につけて
いる。

博士後期 ○ ○

（Ｅ）最新の技術や社会環境の変化に対する探究心と持
続的学習力
社会，環境，技術等の変化の本質を探求し，生涯にわ
たって自発的に計画し学習する能力を身につけている。

博士後期 ○ ○

３ Ⅲ

３－１

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－２ 【シラバス等に基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
　シラバス等に基づいて教育を実施し，カリキュラムを
運営していること。カリキュラムの運営にあたり，専攻
は，履修生に対してディプロマ・ポリシーに対する自身
の達成度を継続的に点検・反映することを含む，主体的
な学習を促す取り組みを実施していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

３－３

博士前期 ◎ ◎

博士後期 ○ ○

３－４ 【教員組織，教育研究支援体制の整備と教育の実施】
　上記3-1，3-2，3-3で定めたカリキュラムに基づく教育
を適切に実施するための教員組織及び教育研究支援体制
を整備していること。この教育研究支援体制には，科目
間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育を円滑に実
施する仕組み，及び，教員の教育研究に関する活動を評
価した上で質的向上を図る仕組みを含むこと。加えて，
専攻に関係する教員に教育研究支援体制を開示している
こと。なお，教員組織及び教育研究支援体制に関する勘
案事項を必要に応じて専攻で定めていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

教育研究の手段

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）に基づく教育課程，科目の設計と開示】
　公開されているカリキュラム・ポリシーに基づくカリ
キュラム（教育課程編成・実施の方針）において，ディ
プロマ・ポリシーに定める知識・能力に関する達成度評
価の方法及び基準，ならびに，科目ごとのディプロマ・
ポリシーとの対応，学習・教育内容，到達目標，評価方
法，及び評価基準，を定め，シラバス（授業計画書）等
により専攻の教員及び学生に開示していること。なお，
教育内容に関する必須事項を，必要に応じて個別基準で
定めていること。

【「修士研究（修士論文）」，「博士研究（博士学位論
文）の実施方法】
　研究指導，修士論文及び学位論文（学位論文）に係る
指導の体制が整備され，適切な計画に基づいて指導が行
われていること。学位論文に係る評価基準（学位審査基
準）が専攻で策定され，学生に周知され，適切な審査体
制の下で，修了認定が実施されていること。
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番号 点検項目
博士前期
博士後期

自己
判定
結果

評価
結果

特記事項

３－５
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

３－６ 【教育研究環境及び研究支援体制の運用と開示】
　教育研究の実施及び履修生の研究支援のために必要な
施設，設備，体制を保有し，それを維持・運用・更新す
るために必要な取り組みを行っていること。その取り組
みを専攻に関係する教員，教育研究支援体制の構成員，
及び履修生に開示していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４ Ⅲ

４－１Ａ

博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－１Ｂ
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－２
博士前期 ○ ○

博士後期 ○ ○

４－３ 【学生の教育研究活動評価の実施体制】
　学生の教育研究活動を評価し，点検・確認する仕組み
を構築していること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

４－４ 【学生の教育研究活動の成果】
　教育研究活動の実施状況（例えば，研究発表，特許，
その他の成果物，国内外の大学・研究機関との共同研
究，地域との連携状況，受賞状況など）から見て，学生
の教育研究活動の成果や質が確保されていること。

博士前期
・

博士後期
○ ◎

前回と比較し，学生の学会発表（国内，海外），学
生が著者になっている論文数が大幅に増加してお
り，学生に関連した研究が十分に行われている。ま
た，建築学会設計競技における受賞，学生の若手優
秀発表賞を受賞するなど，高い学術レベルや十分な
コミュニケーション能力を有する学生を育成し，学
生の教育研究活動が活発である。

５ Ⅲ

５－１ 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
　専攻は，基準１～４に則して専攻の教育研究活動を点
検する内部質保証を組織的に実施し，かつ，その実施内
容を専攻に関わる教員に開示していること。この内部質
保証の仕組みには，社会の要請や学生の要望に配慮し，
かつ，仕組み自体の実効性を点検できる機能を含むこ
と。

博士前期
・

博士後期
○ ○

５－２ 【継続的改善】
　専攻は，教育点検の結果に基づいて教育研究活動を継
続的に改善する仕組みを持ち，それに関する活動を行っ
ていること。

博士前期
・

博士後期
○ ○

ディプロマ・ポリシーの達成

教育研究の改善システム

【ディプロマ・ポリシーの達成（教育）】
　専攻は，各科目のディプロマ・ポリシーに対する達成
度をシラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し，
かつ，全修了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリ
シーを達成したことを点検・確認する仕組みを構築して
いること。この達成度評価には，他の専攻等(他の学科や
他の高等教育機関)で履修生が修得した単位についての認
定も含む。

【ディプロマ・ポリシーの達成（研究）】
　専攻は，修士論文・学位論文（学位論文）に係るディ
プロマ・ポリシーに対する達成度を評価し，かつ，全修
了生が修了時点ですべてのディプロマ・ポリシーを達成
したことを点検・確認する仕組みを構築していること。

【ディプロマ・ポリシーの知識・能力に関する修了生の
到達度点検】
　専攻は，ディプロマ・ポリシーを達成した全修了生が
ディプロマ・ポリシーに定めた知識・能力(Ａ)～(Ｅ)の
内容を達成していることを，点検・確認していること。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）とそ
れに基づく学生の受け入れ】
　カリキュラムに基づく教育研究に必要な資質を持った
学生を受け入れるために定めたアドミッション・ポリ
シーを公開し，かつ，アドミッション・ポリシーに基づ
いて学生を受け入れていること。


